
 

 

 

 

                  報道発表資料の配付日時 12 月 11 日（水） 15 時 00 分 

 発表項目 

（行事名） 
令和６年度（2024 年度）北方領土中学生作文コンテストの実施結果について 

 

 概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度（2024 年度）北方領土中学生作文コンテストの実施結果を発表します。 
 
１ 募集期間 
  令和６年（2024 年）５月 27 日（月）から 10 月４日（金）まで 
 
２ 応募作品数 
  267 作品（20 校） 
 
３ 選考会概要 

 
４ 選考結果 
  ・最優秀賞：１名 
  ・優 秀 賞：４名 
  ・佳  作：６名 
  ・奨 励 賞：５名 
 
５ 入賞作品の活用 
  ・道ホームページに入賞作品を公開（令和６年 12 月 11 日） 
   （URL: https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/hrt/207406.html） 
  ・新聞広告に最優秀賞作品を掲載（令和７年２月７日予定） 
  ・北方領土中学生作文コンテスト入賞作品集（冊子）の配布（令和７年３月頃） 
  ・北方領土対策本部公式 YouTube チャンネルに最優秀賞受賞者による朗読動画

を掲載（令和７年３月頃） 

 

開催年月日 選考員（作文選考の専門家、北方領土関係団体など５名） 
令和６年 
11月 15日（金） 

北海道国語教育連盟 米田 朋弘 
(独)北方領土問題対策協会 竹内 啓介 
(公社)北方領土復帰期成同盟 後藤 博宣 
(公社)千島歯舞諸島居住者連盟 勝部 倫行 
北海道総務部北方領土対策本部 浅野 沙織 

 

 参  考 

【添付資料】 

・令和６年度（2024 年度）北方領土中学生作文コンテスト入賞者一覧 

・最優秀賞作文 

 

 他のクラブ 

 との関係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

留萌振興局記者クラブ 

渡島総合振興局記者クラブ 

上川総合振興局記者クラブ 

 

 担   当 

 （連絡先） 

 

 総務部北方領土対策本部北方領土対策課啓発係（担当者：浅野、齊藤） 

TEL ダイヤルイン 011-204-5069  代表 011-231-4111  内線 22-765 

（配布元） 

渡島総合振興局総務課総務係（担当者：米代） 

  TEL ダイヤルイン 0138-47-9411 内線 2121 
 

１２／１１（水）の発表 

 

【道庁プレスリリース】 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/hrt/207406.html


最優秀賞 羽幌町 斉藤　和 羽幌町立焼尻中学校 3 どっちの故郷？

優秀賞 函館市 布施　芽依 函館市立椴法華中学校 2 戦争のない世界

優秀賞 下川町 三浦　かりん 下川町立下川中学校 1 歴史と未来への対話

優秀賞 下川町 黒川　愛美 下川町立下川中学校 1 みんなの故郷

優秀賞 旭川市 鈴木　音葉 旭川市立広陵中学校 1 少しの発想で世界を変える

佳作 七飯町 荒木　駿 七飯町立七飯中学校 2 北方領土～私達に出来ること～

佳作 旭川市 伊藤　幸也 旭川市立広陵中学校 1 外交という名の架け橋

佳作 札幌市 髙谷　紗季 札幌市立屯田北中学校 3 島へと繋がる「エトピリカ」

佳作 江別市 加藤　ここみ 立命館慶祥中学校 1 解決するには

佳作 北斗市 早坂　千尋 北斗市立大野中学校 2 北方領土問題と私たちの関わり

佳作 大樹町 島﨑　海奈 大樹町立大樹中学校 2 北方領土問題について私たちにできること

奨励賞 七飯町 栁　大翔 七飯町立七飯中学校 3 北方領土問題を解決するためには

奨励賞 旭川市 田中　飛匡 旭川市立広陵中学校 1 北方領土について考える

奨励賞 札幌市 片岡　龍汰 札幌市立厚別北中学校 2 映画「ジョバンニの島」を見て

奨励賞 北斗市 加賀屋　楓 北斗市立大野中学校 2 北方領土について思うこと

奨励賞 洞爺湖町 西原　蒼太 洞爺湖町立虻田中学校 3 返還のターニングポイント

令和６年度（2024年度）北方領土中学生作文コンテスト入賞者

題名賞 市町村名 氏 名 学校名 学年
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【最優秀賞】 

どっちの故郷？ 

羽幌町立焼尻中学校 

３年 斉藤 和 

 

「北方領土はいつか日本に返還されるのかな？」 

以前北方領土問題についてのニュースを見た際の妹との会話を思い出しました。僕も同じことを

考えました。このころまだ北方領土についての知識が少なかった僕は、「ロシアは悪い国だ。」と

思っていました。 

ある日社会の授業で北方領土について学習しました。その際に、北方領土についての資料や動画

を見ました。その時に一つの言葉が心に残りました。それは、「北方領土を故郷とするロシア人が

いる。」ということです。現在北方領土に住むロシア人の小中学生や、高校生にとって北方領土は

愛着のある故郷になっているのです。それを知って僕は、「仮に、北方領土が日本に返還されたと

しても、今、北方領土を故郷にしている人が可哀そう。」と思うようになりました。今、北方領土

に住んでいるロシア人にはなんの罪もないので、日本に返還されてほしいという気持ちは以前より

も少しだけ薄れました。 

もしも、僕が今住んでいる焼尻島が、かつては別の国で日本が不法占拠していたとして、返還し

てほしいと言われたら、僕は絶対に嫌です。なぜなら自然豊かで、島民も優しいこの島でいつまで

も生きていきたいからです。きっと、今北方領土に住んでいるロシア人も同じような気持ちだと思

います。 

けれども、北方領土の元島民にとっては、早く返還されてほしいはずです。自分の故郷がいきな

り襲われてどんな気持ちだったのか、その故郷の建造物などを勝手に壊されたり、別の建物を建て

られたりしてどんなに苦しくて悲しい気持ちなのか、かつての島民ではないので僕には分かりきれ

ません。けれども、良い気持ちではないのは分かります。焼尻も同じことをされたら、僕はその国

を憎むと思います。きっと元島民の中には、ロシアを憎んでいる人もいると思います。 

現在、北方領土の元島民の平均年齢は八十八歳を超えて高齢化が進んでいます。返還されるため

には、若い世代に北方領土についての想いや、経験を若い世代に引き継ぐ必要があります。 

若い世代が北方領土について知るためにも、北方領土に住んでいるロシア人とも交流を増す必要

があると思います。取り組みとしては、ビザなし交流というものがあります。この交流は三十年間

も続いているそうです。ここ何年間かはコロナ禍やロシアのウクライナ侵攻の影響でできていない

そうです。これらの交流を通して、今まで以上に仲を深めていってほしいです。 

仲が悪いとお互いに憎みあって解決することは不可能だと思います。でも仲良くなることで信頼

関係が生まれてきて、共存できるようになるかもしれません。いきなりこの問題は解決できないと

思うので、解決するための土台作りから始める必要があると思います。 

僕はまだ北方領土に住んでいた人とも、今北方領土に住んでいるロシア人にも出会ったことがな

いので、北方領土についての知識もまだまだ少ないです。だからこそ、いつかビザなし交流などに

参加して北方領土についての知識を深めて、いろんな人に発信していきたいと思いました。 


